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春日井総合運動場の野球場を全面改修
　学園は、高校野球部が練習場として使用している春日井総合
運動場内の野球場を半年の期間をかけて全面改修し、5 月 15
日に現地で完成を祝いました。昭和 52 年に開設されて以来の
大改修を受けた球場は、野球部創設期に部長を務めた学園総長
の名前を冠して「後藤淳記念球場」と命名されました。
　グラウンドは、西側で行われていた区画整理の余剰地を取得
できたことでライト方向に約 15 度回転させる形で拡幅し、本
塁から両翼へは 100㍍、中堅へは 122㍍の規模になりました。
これは両翼 95㍍、中堅 118㍍の阪神甲子園球場をも上回りま
す。ファウルエリアもさまざまな練習メニューに対応できるよ
う幅 15．5㍍に広げられ、２階に観覧席がある本部席棟や一、
三塁側のベンチ、ブルペンなどは新たに造り直しました。ベン
チ横の部屋には大型モニターを設置し、投球や打撃のフォーム
がその場でチェックできるようになりました。

　高校野球部は７月 30 日、岡崎市の岡崎市民球場で行われた全国高
校野球選手権愛知大会決勝で東邦高校と対戦、２－７で敗れ、昨年に
続く準優勝となりました。ノーシードから勝ち上がり、４回戦では昨
年に甲子園出場を阻まれた中京大中京高校に雪辱を果たして勢いに乗
りましたが、決勝は序盤から先行される展開に。六回１死二、三塁か
ら秋山選手のスクイズ、八回の山崎選手の中前打で追い上げましたが、
東邦のエースを攻略しきれませんでした。

高校野球部は愛知大会準優勝
完成を祝ったテープカット

　第 45 回後藤杯卓球選手権大会（名古屋オープン）は
９月17～19日の３日間、愛知県体育館で開かれました。
ピンポン外交に尽力した後藤鉀二先生の遺影が飾られた
会場で、全国から参加した約 650 人が熱戦を繰り広げ
ました。
　男子シングルスは愛知工業大学の藤村友也選手、松下
大星選手、上江洲光志選手と名電高校の松山祐季選手の
名電勢がベスト４を独占しました。決勝で藤村選手が松
山選手を３－１で下し、大会３連覇を果たしました。
　このほか男子ダブルスで百瀬卓哉選手（日体大）と組
んだ松山選手が準決勝まで進み、男子ジュニアでも愛工

後藤杯卓球　650 人が熱戦

大会３連覇の藤村友也選手 （右から２人目） ら

男子シングルスは藤村友也選手が３連覇

大附属中学の曽根翔選手と名電高校の田中佑汰選手がそれぞれ準決勝まで進みました。閉会式で後藤
泰之・愛知県卓球協会長が優勝した選手たちに後藤杯を手渡し「今大会の成果を次へのステップにし
てください」と激励しました。

準優勝の表彰を受けた高校野球部

　岩手国体卓球競技で、愛知県が成年男子の部・少年男子の部ともに優勝
を飾りました。両部とも学園の選手が主力で出場し、48 年ぶりとなる愛
知県のＷ優勝に大きく貢献しました。

決勝はいずれも 10 月５日に奥州市総合体育館で行われ、成年男子は愛
工大の吉田雅己選手、藤村友也選手、松下大星選手が山口県に３－０でス
トレート勝ちしました。愛工大の吉村和弘選手も山口県の選手として出場
しました。少年男子の愛知県チームは名電高校卓球部の松山祐季選手が１
番、木造勇人選手が２番で出場し、宮崎県を３－０で下しました。

吉田選手は 10 月１日の総合開会式で愛知県選手団の旗手を務めました。

国体卓球Ｗ優勝に貢献

勝ち取った賞状とトロフィー
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高校バドミントン部の今井選手が国際大会で銀・銅メダル
高校バドミントン部の今井大湧選手（普通科３年）が、６

月 21 ～ 28 日に北アイルランドで開かれたアイリッシュ・
パラバドミントン国際大会に出場し、シングルスで銀メダル、
ダブルスで銅メダルを獲得しました。「初めて臨んだ国際大
会ですが、優勝を狙っていきました」と力強く話しています。
大会には学園の海外遠征費補助を受けて出場し、上肢障がい
立位の男子シングルスで準優勝したほか、正垣源選手と組ん
だ同クラスのダブルスでも３位の好成績を収めました。いず
れもノーシードで出場し、シード選手を破っての快挙です。

今井選手は 2020 年東京パラリンピックの強化指定選手に
選ばれ、愛知県庁で開かれた認証式に指定選手 38 人の１人
として出席。大村秀章知事から「東京パラリンピックに出場
するという強い心で競技力の向上を」と激励されました。

大学ゴルフ部は
６ 月 16、17 日、
北 海 道 の 苫 小 牧
ゴ ル フ リ ゾ ー ト
72 で開かれた全
国大学ゴルフ対抗
戦に出場し、団体
で 11 位タイ、個
人では河合和眞選
手（経営学科２年）
が３位の成績を収
め ま し た。 こ れ
に先立ち５月 17、
18 日、セントク

　大学ヨット部は 11 月２～６日、蒲郡市の海陽
ヨットハーバーで開かれた全日本学生ヨット選
手権大会（インカレ団体戦）に 10 年ぶりの出場
を果たし、ＯＢ・ＯＧの応援を受けて 470 クラ
スで 22 位の成績を収めました。同部は９月 24、
25 日に同会場で開かれた 2016 年度秋季中部学
生ヨット選手権大会で 470 クラス１位の成績を
収め、インカレ出場を決めました。

全国大学ゴルフ対抗戦で 11 位タイヨット部が 10 年ぶりにインカレ出場

銀メダルに輝いた今井大湧選手

　大学レーシングカート部は８月 20、21 日、新潟県のスピードパー
ク新潟で開かれた第 21 回 L.I.K. 全国学生カート選手権に参戦し、
ＦＤオープンクラスで夏目南斗選手（機械学科１年）が優勝、ＳＳ

全日本学生カート選手権で２位

クラス（第１決勝）で角谷昌紀選
手（同１年）が準優勝し、ＴＩＡ
クラスで細谷好輝選手（同３年）

が５位に入賞しました。ＴＩＡ、
ＦＤオープン、ＳＳ各クラスにそ
れぞれ２台ずつエントリーし、大

学別の獲得ポイントランキングを競う大学対抗部門で２位の好成績
を収めました。

細谷好輝選手

角谷昌紀選手

夏目南斗選手

全国大学ゴルフ対抗戦に出場した

大学ゴルフ部

リークゴルフクラブ（豊田市）で開かれた中部学生
ゴルフ春季１部・２部大学対抗戦では、１部校で準
優勝し、河合選手が個人トップとなる１日目 70 ス
トローク、２日目 71 ストロークの成績で最優秀選
手に輝きました。インカレ団体戦レース中の大学ヨット部



大学生の主な対外競技成績
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（学生委員会資料）
卓球部
▼第 16回全国百万石オープン卓球大会　4/23 ～ 24　男子団体ベスト４　Ａチーム
　男子シングルスベスト８藤村友也（４年）　女子シングルスベスト 16廣木亜弥（4年）
▼平成 28 年度東海学生卓球春季リーグ戦　5/6 ～ 8　男子団体１部優勝　女子団体１部優勝
▼平成 28 年度東海学生卓球新人大会　5/14　男子ダブルス優勝神京夏（１年）・和田航大（１年）
　男子シングルス優勝和田航大　女子ダブルス優勝石田葵（１年）・船本さくら（１年）
　女子シングルス優勝船本さくら
▼平成 28 年度東海学生卓球選手権大会　6/18 ～ 19　男子ダブルス優勝上江洲光志（３年）・
　松下大星（２年）　準優勝吉田雅己（４年）・堀大志（３年）　３位和田航大・神京夏
　男子シングルス優勝藤村友也　準優勝吉村和弘（２年）　３位松下大星
　女子ダブルス３位酒井詩音（４年）・石田葵　女子シングルス３位石田葵
▼第 86 回全日本大学総合卓球選手権大会　7/6 ～ 9　男子団体３位　女子団体６位
▼第５回「日本リーグ・日学連対抗」卓球ドリームマッチ　8/27 ～ 28
　男子シングルス決勝トーナメントベスト４藤村友也
▼ＩＴＴＦワールドツアーチェコオープン大会　8/31 ～ 9/4　
　男子一般シングルス決勝トーナメントベスト 16 藤村友也
▼平成 28 年度東海学生卓球秋季リーグ戦　9/23 ～ 25　男子団体１部優勝　女子団体１部準優勝
陸上競技部
▼平成 28 年度東海学生陸上春季大会　　4/10　男子 1500 ｍ３位唐澤研太（３年）
　男子 3000 ｍ３位柗井駿佑（３年）
▼第 82 回東海学生陸上競技対校選手権大会　5/13 ～ 15　男子 3000 ｍ障害優勝植松達也（１年）
▼ 2016 年日本学生陸上競技個人選手権大会　6/10 ～ 12　男子 5000 ｍ決勝 22 位柗井駿佑
▼秩父宮杯第 48 回全日本大学駅伝選手権大会東海地区選考会 7/10　団体 10000 ｍ準優勝
▼天皇賜杯第 85 回日本学生陸上競技対校選手権　9/2 ～ 4　
　男子 3000 ｍ障害予選１組 14 位植松達也
軟式テニス部
▼第 92 回愛知学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会　5/28 ～ 29　男子２部残留（４位）
▼平成 28 年春季東海学生ソフトテニス大学対抗リーグ戦大会　5/3 ～ 4　２部残留（２位） 
硬式野球部
▼平成 28 年度愛知大学野球春季リーグ戦　4/2 ～ 5/26 　2 部 A リーグ２位
洋弓部
▼ 2016 年度東海学生アーチェリー個人選手権大会　8/10 ～ 11
　男子団体本選コンパウンド部門５位長江優（３年）　リカーブ部門９位本多和樹（２年）
　10位宮島健人（２年）
ヨット部
▼ 2016 年度中部女子学生ヨット選手権大会兼中部学生オープンレガッタ　6/25 ～ 26
　団体１位石黒武志（２年）・鈴木空（３年）・別所陸太（1年）　３位兵藤麗奈（１年）・末永征覇（２年）
▼ 2016 年度中部学生ヨット個人選手権大会　7/2 ～ 3　１位石黒武志・鈴木空・別所陸太
　２位兵藤麗奈・末永征覇
柔道部
▼愛知県学生柔道新人戦優勝大会　10/9　男子団体優勝
自動車部
▼ 2016DU ダートトライアル 　5/1　男子団体４位
▼ 2016 年度全中部学生ジムカーナ選手権大会　5/22　男子団体３位
▼全日本エコドライブチャンピオンシップ 2016　8/22　団体学生の部９位
弓道部
▼第 50 回愛知県下学生弓道選手権大会　6/19　男子団体優勝Ｂチーム、準優勝Ａチーム
▼第 59 回東海学生弓道選手権大会　5/21 ～ 22　男子団体ベスト 16　Ａ・Ｂチーム
ボウリング部
▼第４回中部学生オープン大会　6/18　男子団体３位青山直樹（２年）・豊田涼（１年）
レスキューロボット研究会
▼第 16 回レスキューロボットコンテスト東京予選　7/3　団体優勝
ジャグリングサークル
▼第 28 回全日本少年少女けん玉道選手権東海大会 6/5　ユースの部優勝南亮輔（３年）
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　この夏から秋にかけ全国大会に出場した高校の 12 クラブと中学の３クラブが、学園のクラブ表彰を
受けました。表彰式は７月 20 日と 10 月 19 日、それぞれ若水キャンパスで行われ、選手たちの大会
での活躍を祈りました。後藤泰之理事長が各部の顧問、主将らに「頑張ってください」と励ましの言葉
をかけて激励金を手渡し、クラブ活動後援会、同窓会、ＰＴＡからも贈られました。

　表彰されたクラブは次の通りです。
◆高校◆

■平成 28 年度全国高校総体
　卓球部・団体個人 10 人　（岡山県総社市きびじアリーナ・７月 31 日～８月５日）
　フェンシング部・団体個人６人　（山口県岩国市総合体育館・７月 29 日～８月２日）
　バレーボール部・団体 13 人（山口市の県スポーツ文化センター・７月 29 日～８月２日）
　相撲部・団体個人７人　（鳥取市の県民体育館・８月３～５日）
　バドミントン部・個人２人　（岡山市ジップアリーナ岡山・８月７～ 12 日）
　ウエイトリフティング部・個人５人　（岡山県笠岡市笠岡総合体育館・８月４～８日）
　陸上競技部・個人６人　（岡山市の県総合グラウンド・７月 29 日～８月１日）
■ JAPAN CUP 2016 チアリーディング日本選手権大会
　チアリーディング部・団体 16 人　（国立代々木競技場第 1 体育館・８月 26 ～ 28 日）
■第 40 回全日本高校ボウリング選手権大会
　ボウリング部・個人１人　（神奈川県川崎市川崎グランドボウル・８月１～３日）
■第 52 回全国高校将棋選手権大会
　将棋部・個人１人　（広島県福山市福山ニューキャッスルホテル・８月２～３日）
■全日本吹奏楽コンクール
　吹奏楽部・団体 55 人　（名古屋国際会議場センチュリーホール・10 月 23 日）
■平成 28 年度全国高校総体水泳競技
　水泳競技部・個人５人

（広島市総合屋内プール＝競泳、福山市緑町公園屋内競技場＝飛び込み・８月 17 ～ 20 日）
■第 39 回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会
　水泳競技部・個人５人

（東京辰巳国際水泳場＝競泳、大阪プール＝飛び込み・８月 22 ～ 26 日）
■日本ジュニア・ユース陸上競技選手権
　陸上競技部・個人２人　（パロマ瑞穂スタジアム・10 月 21 ～ 23 日）

◆中学◆

■第 30 回全国男子中学生ウエイトリフティング競技選手権大会
ウエイトリフティング部・個人１人　（福島県いわき市総合体育館・７月 30 ～ 31 日）

■第２回全国中学生フェンシング選手権大会
　フェンシング部・団体個人３人　（駒沢オリンピック公園総合運動場体育館・７月 23 ～ 25 日）
■全国中学校総合体育大会
　卓球部・団体個人８人　（富山県高岡市竹平記念体育館・８月 21 ～ 24 日）

高校 12 クラブと中学３クラブをクラブ表彰

７月 20 日のクラブ表彰での記念撮影 10 月 19 日のクラブ表彰での記念撮影
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　愛工大名電高校の相撲部監督を長く務め、大相撲の元幕内朝
乃若（現若松親方）や元幕内武雄山（現山分親方）らを育て
た同校社会科教諭の澤田勉先生が 10 月１日死去しました。63
歳でした。１日開幕した岩手国体に相撲部を率いて出場し、通
算 30 回以上出場の表彰を受けるなどしましたが、岩手県花巻
市内で体調不良を訴えて帰らぬ人となりました。
　澤田先生は昭和 52 年に名電高の社会科教諭となり、翌 53
年４月に相撲部監督に就任しました。部活動以上に生活態度や
学習を重んじる指導を行い、同部を全国高校総体（今年で 32
年連続 36 回目の出場）の上位入賞常連に鍛えました。
　通夜は 10 月３日、告別式は 10 月４日、名古屋市内で営まれ、
学園や相撲競技の関係者、岩手国体の試合を終えた相撲部員な
どの教え子ら多数が参列しました。告別式では相撲部主将の長
谷川聖記君（３年）がお別れの言葉を読み上げ、前に出る相撲
を指導された日ごろの稽古などを振り返りながら「先生から教
わったことを胸に部員一同頑張っていきます」と涙ながらに語
りかけました。

名電高校社会科教諭・相撲部監督の澤田勉先生が死去

相撲部員の稽古を見守る澤田勉先生
（写真は平成 23 年７月１日付の中日新聞
の記事から中日新聞社の許諾を得て転載）

　名古屋電気学園クラブ活動後援会と学園は、名電高校と附属中学のクラ
ブ活動で共用するマイクロバスを新たに１台購入しました。各クラブの遠
征や、学校と春日井総合運動場の行き来などに使用する車は、これでマイ
クロバス２台、大型バス３台、ワゴン車１台となり、効率の良い運用が可
能になりました。購入したマイクロバスはトヨタ自動車製の 29 人乗りで、
学園の周年に合わせて「104」のナンバーを取得しました。納車された８
月３日に名古屋市熱田区の雲心寺で交通安全の祈祷を受けました＝写真。

部活のマイクロバスを新たに購入

　名電出身の親方・力士を励ます会が７月17日夜、若松親方（元
朝乃若）、山分親方（元武雄山）と、現役力士の駒木龍（木瀬部屋）、
大司（入間川部屋）を迎え、名古屋市内のホテルでにぎやかに
開かれました。
　高校相撲部監督の澤田勉教諭らが呼び掛け、毎年、名古屋場
所の中日に開いています。親方・力士の４人は、参加した相撲
部ＯＢや中高生部員らの温かい拍手に迎えられ、両親方からは
インターハイに出場する後輩たちに激励賞が贈られました。

　大司（11 月場所は三段目
筆頭）は「全力で相撲ができ
る喜びを感じながら頑張って
います」、三段目力士として

若松親方 （中） 山分親方 （右） から
名電高校相撲部に激励賞が贈られました

大司駒木龍

卒業生の活躍現役２力士が活躍誓う　　名電出身の親方・力士を励ます会

名古屋場所を勝ち越した駒木龍は「トレーニング方法など工夫してい
ますので、これからも応援していただければ」と、それぞれ近況報告
しました。

　恒例となった高校チアリーディング部によるサプライズ応援や愉快な相撲甚句の披露などもあり、日
ごろ相撲協会の仕事と弟子の指導に追われる若松親方（名古屋場所担当）、山分親方（九州場所担当）も、
郷土の人情に触れてリラックスした笑みを浮かべていました。

発行　名古屋電気学園クラブ活動後援会・学園事務局総務部


